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IC カードの取扱いについて 

 

 各位におかれましては日頃から技能実習評価試験の実施に深いご理解とご協力を賜り誠にありがとう

ございます。厚くお礼申し上げます。 

 

 コロナ禍のため感染防止に努められている事と思いますが、当協会は評価試験の実施に於いて、受付時

や試験会場内で本人確認を行う時に、非接触で行うことが出来る IC カードを活用して実施をするため IC

カードを取り入れ、これよりは IC カードによる運用を行うためカードを発行します。 

 この IC カードは、以前から受検者に配付している帽子や合格ネームと同様に評価試験を受検するため

の大切なカードとなります。 

以下の注意事項及び IC カード裏面の注意事項を良く読んで、取扱いに注意をしてください。 

 

【IC カード取扱い注意事項】 

 

① IC カードは原則 1 人 1 回の発行になります。 

② IC カードは、他人に貸与、譲渡はしないでください。 

③ 技能実習評価試験では、発行された IC カードを使います。 

④ IC カードは受検情報が入っており、受検票になりますので、IC カードを忘れた場合は、受検が出来

ません。 

⑤ 試験会場受付にて IC カードで本人確認を行い受付を行います。 

⑥ 試験中は受検票として、机（学科）やミシン台（実技）に置いてください。 

⑦ 試験が終了したら、IC カードは持ち帰り、個々にて大切に管理を行ってください。 

⑧ 以後（次回）の試験の受検票になります、JSTRA 帽子と共に次回の受検時に持参してください。 

⑨ カードは、IC チップが内蔵されています。折り曲げ、衝撃には十分ご注意の上、大切にお取り扱い 

ください。 

⑩ 直射日光・高温となる場所に置かないでください。 
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試験会場受付で受検票とＩＣカードを提示する。

本人の確認ができた後、試験会場で受検をする。

ICカード 受検者は本人で保管する。

※受検票は試験会場で回収する。

　　　　　　　　　　〔 ICカードの注意事項 〕

　ＩＣカードは評価試験の受付時や試験会場での本人確認時に、非接触で行えます。

　受検者に配付しているＪｓｔｒａ帽子や合格ネームと同様に受検する時の大切なカードです。

　以後（次回）の試験の受検票にもなります。必ず持参して下さい。

　試験終了後は持ち帰り、個々に大切に管理して下さい。

　このカードは本人の身分証明にもなります。
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監理団体・企業から受検申請

外国人技能実習機構の受検手続支援サイトから手続きをする。

外国人技能実習機構で受検申請の受付が行われ「承認済み」として正式に登録する。

受検手続支援サイトで受検申請の内容を確認

試験日程を調整して協会から監理団体へ受検日の決定を通知する。

監理団体は受検手続き支援シートで連絡を受けた受検日を機構に報告する。
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協会から監理団体に受検日案内と受検申請書を発送する。

監理団体・企業で受検申請書を作成し、協会に返送する。

協会で受検申請書を受理した後、受検票とICカードを作成して発行する。

協会から監理団体に作成した受検票、ICカードと試験の注意事項等を発送する。


